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物理問題 Ⅰ（計３４点） 
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（２） 
計１７点 
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問１ 
３点 

 

 0 1
r

R
≤ ≤ の区間で 2

0T > であるように描かれている：１点 

 0 1
r

R
≤ ≤ の区間で 2T の値が一度小さくなって再び大きくなる様子がなめ

らかな曲線で描かれている：１点 

 0
r

R
= のときと 1

r

R
= のときの 2T の値がともに 2

0T であることがわかる

ように描かれている：１点 
※  タテ軸，ヨコ軸の数値に配点はない。 

問 2 
３点 

[解答] 
1

4

m

M
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[記述] 

 f の表式 ( )
2 2
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  = −  
，

( ) ( )min, , 2f r f R= − をそれぞれ代入して計算しようとしていれば１点 
 前項で得た 2 式から minf を消去しようとしていれば１点 
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物理問題 Ⅱ（計３３点） 

（１） 
計２０点 

イ： kx− ：２点 ロ： iBℓ：２点 
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（２） 
計１３点 
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※ ル，ヲは，「ル：0，ヲ：①」でも正解として，合計５点を与える。 

題意とは異なるが， r が
�
0

ル

より
ヲ

������
①大きく なければ導体棒（電流計）に電流

が流れず，導体棒の変位の測定によって電流を測定できなくなることは確か
であるため。 
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物理問題 Ⅲ（計３３点） 

（１） 
計１７点 
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問１ 
４点 

(ⅰ) [記述] 水素原子における電子の軌道半径を r′ ，円運動の速さを v′ （，角速
度を ′ ）として，以下の 2 つの要素に加点する。 
 電子の円運動の方程式 
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と等価な式が正しく書けている：１点 
 量子条件 
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（nは正の整数） 

と等価な式が正しく書けている：１点 

(ⅱ) [解答] 
1

2
〔倍〕：２点 

[記述] 水素原子のエネルギー nE ′ を， 
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を用いて計算しようとしていれば，係数のミスは看過して１点を与える。 

（２） 
計１０点 
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問２ 
２点 

[解答例 1] 対消滅前の系の全運動量は 0

��
であるから，対消滅後に 0

��
でない運動

量をもつ光子が 1 個しか生成されないとすると，運動量保存則を満たさないため。 

[記述] 運動量保存則を満たさないことを述べていれば満点を与える。 
 


